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篠
山
市

水
井

康
宏

出
土
遺
物

竪
穴
式
石
室
内
か
ら
は
、
数
々
の
遺
物
が
取
り
出
さ
れ
ま
し
た
（
表
１
）

が
、
数
点
を
残
し
石
室
内
に
戻
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
元
に
何
点
か
残
し

（
所
在
不
明
）
、
京
都
大
学
に
車
塚
の
遺
物
は
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
遺
物
の
種
類
や
数
は
、
試
掘
当
時
の
記
録
と
近
年
整
理
さ
れ
た
も
の

（
表
２
）
と
は
若
干
異
な
る
よ
う
で
す
。

藤
田
和
尊
氏
は
、
車
塚
の
甲
冑
の
保
有
形
態
（
短
甲
・
冑
・
頸

甲
の
３
点
セ

あ
か
べ
よ
ろ
い

ッ
ト
）
を
《
月
の
岡
パ
タ
ー
ン
》
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
期
中
・

（
１
２
）

後
葉
に
お
い
て
「
伝
統
的
な
在
地
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ
」
、

「
甲
冑
集
中
管
理
体
制
の
在
地
化
を
物
語
る
」
も
の
と
し
、
「
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
の
被
葬
者
た
ち
の
、
武
力
に
よ
る
直
接
的
な
地
方
経
営
の
開
始

を
示
唆
す
る
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

雲
部
車
塚
古
墳
概
説(

２)

１
．
三
角
板
鋲
留
衝
角
付
冑

車
塚
出
土
の
三
角
板
鋲
留
衝
角
付
冑
の
形
状
は
、
他
に
類
例
が
あ
り
ま

せ
ん
（
図
３
）。
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
異

形
」
と
い
う
文
字
が
付
け
加
え
ら

れ
、
し
ば
し
ば
三
角
板
鋲
留
異
形

衝
角
付
冑
と
称
さ
れ
ま
す
。

通
常
の
衝
角
付
冑
の
衝
角
部

は
、
伏
板
の
一
部
が
前
面
に
延

ふ
せ

び
、
稜
角
を
な
し
て
い
ま
す
（
図

４
）
。
し
か
し
車
塚
の
そ
れ
は
、
伏

板
が
前
面
の
衝
角
部
に
延
び
ず
、

平
面

字
形
の
連
接
板
に
よ
っ

U

て
、
側
面
三
角
状
の
衝
角
部
を
突

出
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
衝
角

表１ 出土遺物一覧
出土遺物名 Ａ数 Ｂ数 Ｃ数
①刀 ３４ ３１ ３
②釼 ８ ４ ４
③鉾 ２ １
④鎧鉢 ４ ２ ２
⑤鎧胴 ５ ４ １
⑥矢尻 １０７ １００ ７
⑦刀掛 ２
⑧長穂先 ２
⑨石 ２
(出土遺物名は当時の記録のママ)
Ａ数＝取り出した数
Ｂ数＝石室に戻した数
Ｃ数＝京都大学に移管した数
空白＝不明

刀：４尺０寸６分 (123.0cm)
刀：２尺０寸３分 ( 61.6cm)
刀：３尺７寸３分 (113.0cm)
釼：２尺３寸４分 ( 71.0cm)
釼：２尺０寸８分 ( 63.0cm)
釼：２尺１寸８分 ( 66.1cm)
釼：１尺２寸９分 ( 39.1cm)
鉾：６尺８寸５分 (207.6cm) [ 206.0cm]
[ ]内数値は『王者の武装』より

表２ 京都大学保管遺物一覧
出土遺物名 Ｃ数

①刀 ３
②剣 ４
③⑧矛 ３
⑥鉄鏃 ４
④小札鋲留衝角付冑 １
④三角板鋲留異形衝角付冑 １
衝角付冑伏板 １
⑤短甲後胴押付板 １
⑤短甲後胴裾板 １
⑤短甲左前胴押付板 １
不明鉄板 １
頸甲 １
三角板鋲留錣 １
板錣 ３
馬具 ２
⑦? ２
⑨石 ２
鉄鏃(矢尻)７の内３は別製品

図３ 雲部車塚古墳出土 三角板鋲留衝角付冑
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部
の
内
部
は
、
鉢
と
は
独
立
し
た
空
洞

に
な
っ
て
い
ま
す
（
高
さ
１
５
・
１
５
㌢
、
鉢

の
左
右
１
８
・１
８
㌢
、
前
後
２
０
㌢
、
衝
角
状

突
起
幅
４
・
５
㌢
、
長
さ
９
㌢
）。

（
１
３
）

こ
れ
だ
け
突
出
す
る
と
、
装
着
時
に

前
方
に
傾
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
頭
部
に
よ
っ
て
半
球
面
を
さ
さ

え
る
こ
と
と
、
錣
を
取
り
付
け
る
こ
と

し
こ
ろ

に
よ
っ
て
前
後
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
実
戦
と
な
る
と
、
普
通
の
衝
角
部
の
役
目
が
敵
か
ら

の
攻
撃
物
を
滑
ら
せ
た
り
、
衝
撃
力
を
緩
和
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
の
に

対
し
、
車
塚
の
も
の
は
、
攻
撃
が
加
わ
る
と
そ
の
役
目
を
果
た
す
と
同
時

に
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
雲

部
の
衝
角
部
は
、
敵
か
ら
は
格
好
の
攻
撃
目
標
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

鋲
留
導
入
期
に
は
、
鋲
頭
が
円
錐
形
で
、
鋲
を
密
に
打
っ
て
い
る
と
い
う

特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冑
に
も
そ
の
特
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

（
１
４
）

５
）
。
実
戦
的
で
な
い
と
す
れ
ば
、
導
入
期
に
お
け
る
試
作
品
的
要
素
が
強

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

図５ 雲部車塚古墳出土
三角板鋲留衝角付冑の鋲

２
．
折
り
釘

扁
平
な
割
石
を
小
口
積
み
に
し
た
竪
穴
式
石
室
の
四
方
の
側
面
に
は
、

鉤
状
の
鉄
釘
が
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
国
内
で
は
類
例
が
あ
り

か
ぎま

せ
ん
。
八
木
奘
三
郎
氏
は
、
「
四
方
に
は
二
行
に
四
本
宛
の
刀
剣
を
懸

け
、
鉄
の
折
釘
を
以
て
支
へ
た
り
と
云
え
ば
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
（
図
６
）
。

（１
５
）

し
か
し
古
図
で
は
、
無
数
の
打
ち
釘
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
７
）
、
八
木
氏
の

報
告
と
は
異
な
り
ま
す
。

国
外
で
は
、
武
寧
王
陵
の
玄
室
に
類
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発

掘
の
総
指
揮
を
と
ら
れ
た
金
元
龍
氏
に
よ
れ
ば
、
「
各
壁
面
に
は
長
さ
１

キ
ム
ウ
ォ
ン
ヨ
ン

５
㌢
程
度
の
大
型
鉄
釘
が
７
～
８
箇
所
不
規
則
に
打
ち
込
ま
れ
、
腐
っ
た

木
質
の
く
っ
つ
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
天
井
の
真
中
に
も
１
本
う
ち
こ
ま

れ
て
」
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
用
途
は
不
明
な
も
の
の
、
「
天
井
部
の
ア
ー
チ

（
１
６
）

を
構
築
す
る
と
き
の
足
場
用
の
も
の
、
あ
る
い
は
壁
面
の
下
部
に
だ
け
め
ぐ

ら
さ
れ
た
装
飾
板
用
の
も
の
の
可
能
性
」
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
も

（
１
７
）

雲
部
の
も
の
と
は
用
途
が
違
う
よ
う
で
す
。

図４ 冑の各名称

さん び てつ

三尾鉄
ふせ

伏板

胴巻板

しころ

錣

衝角部 腰巻板

しのび お

忍の緒

たて ま びさし

竪眉庇

地板第一段

地板第二段

図６ 石室内の折り釘と刀

図７ 冑腐朽図 「車塚考証案」附図
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衝
角
と
い
う
と
、
軍
艦
の
尖
っ
た
舳
先
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
衝
角
（
ラ

へ

さ
き

ム
）と
は
吃
水
（喫
水
）
線
よ
り
下
に
あ
っ
て
、
角
の
よ
う
に
突
き
出
た
部
分
を

き
っ
す
い

い
い
ま
す
。
こ
れ
で
敵
艦
の
船
腹
に
突
き
刺
し
、
沈
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
し
た
。
古
く
は
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ガ
レ
ー
船
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
近
代
で
は
、
１
８
６
６
年
の
リ
ッ
サ
海

戦
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
艦
（
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
・
マ
ッ
ク
ス
）
が
衝
角
戦
を
し
か
け
、
イ

タ
リ
ア
艦
（
レ
・
デ
ィ
タ
リ
ア
）
を
沈
没
さ
せ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
勝
利
し
た
話
は
有
名
な
よ

う
で
す
。
大
砲
の
性
能
が
あ
が
る
と
、
軍
艦

の
衝
角
は
消
滅
し
て
い
き
ま
し
た
。

本
来
の
「衝
角
」と
い
う
意
味
か
ら
し
て
、

形
状
も
目
的
も
違
い
ま
す
の
で
、
「
衝
角
付

冑
」
と
い
う
名
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

後
藤
守
一
氏
は
、
早
く
か
ら
衝
角
と
い

う
名
に
異
を
唱
え
、
「
（
戦
国
時
代
に
「
桃

成
」
と
い
う
兜
が
あ
っ
て
混
同
す
る
懼
れ
も

マ
マ

お
そ

あ
る
が
）
冑
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
見
る
と

縁
の
輪
郭
が
桃
の
実
の
形
に
近
い
」
こ
と
か

ら
「
桃
形
式
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
用

も
も
な
り
し
き

（

＊

）

例:

三
角
板
鋲
留
桃
形
式
冑
）

（
注
）
現
在
の
船
舶
の
球
状
を
し
た
突
起
物
は

バ
ル
バ
ス
・
バ
ウ
（
球
状
船
首
）と
呼
ば
れ
、
造
波
抵
抗
を
減
ら
す
た
め
の
も
の
で
す
。

＊
後
藤
守
一
「上
古
時
代
の
冑
」
『
刀
と
剣
道
』
２
―
７
１
９
４
０
年
（
『日
本
古
代
文

化
研
究
』所
収

１
９
４
２
年

河
出
書
房
）

＊
＊
瀧
澤
宗
人
『
船
の
は
な
し
』
１
９
９
１
年

技
報
堂
出
版

衝角(ラム)

古代のガレー船想像図
『船のはなし』( ** )より(一部改)

バルバス･バウ

桃形兜

ち
ょ
っ
と
一
息

『
王
者
の
武
装
』
で
は
、
こ
の
鉄
釘
を?

(

ヤ
リ
ガ
ン
ナ)

と
鑑
定
し
て
い
ま
す

（
図
８
）
。
ま
た
、?

に
は
「
柄
の
痕
跡
が
み
ら
れ
ず
、
中
央
を
境
に
や
や
銹
の

色
に
変
化
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
半
ば
差
し
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の

か
も
し
れ
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

?

を
刀
掛
け
と

し
て
代
用
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

?

が
貼
り
付

け
て
あ
る
板
に
は
、
前
述
の
八
木
氏
の
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物

が
京
都
大
学
に
移
管
さ
れ
た
の
が
１
９
０
１
年
、
八
木
氏
の
論
文
も
同
年
に

書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
車
塚
出
土
の
も
の
と
し
て
信
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

３
．
石出
土
遺
物
の
表
に
み
ら
れ
る
「
石
」
と
は
、
石
室
床
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
試
掘
当
時
の
新
聞
報
道
に
は

「
透
明
の
海
石
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
当
時
の
文
献
に
は

（
１
８
）

「
小
石
」
、
「玉
子
の
如
き
丸
い
海
石
」
、
「鶏
卵
大
の
白
き
海
石
」
と
書
か
れ

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
白
色
の
石
英
礫
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

西
口
陽
一
氏
は
、
（
大
阪
近
郊
で
は
）
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
吹
上
浜

を
（大
量
で
綺
麗
な
）
白
石
の
産
地
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
９
）。

（
２
２
）

前
回
紙
面
の
都
合
で
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
小
文
を

書
く
に
あ
た
り
、
西
博
孝
氏
を
始
め
「
考
古
文
化
研
究
会
」
の
皆
様
の
ご
教

示
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
中
岡
敬
善
氏
に
は
、
文
献
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図８ 雲部車塚出土?
（右20.6cm）
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注

(
)

藤
田
和
尊
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
武
器
・武
具
保
有
形
態
の
変
遷
」
『
橿
原
考
古
学

12研
究
所
論
集
』
第
８
１
９
８
３
年

吉
川
弘
文
館
、
「
甲
冑
の
保
有
形
態
」
『
月
刊
考
古

学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

３
６
６
１
９
９
３
年

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

No.

大
量
の
甲
冑
（
短
冑
・冑
・
頸
冑
）
を
有
す
る
場
合
の
分
類

《野
中
パ
タ
ー
ン
》
全
て
新
品
に
近
く
、
中
期
型
甲
冑
セ
ッ
ト
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
出

土
状
況
に
お
い
て
あ
る
程
度
セ
ッ
ト
間
の
乱
れ
を
看
守
で
き
る
も
の
。
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
の
一
部
の
陪
塚
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
。

《
墓
山
パ
タ
ー
ン
》
新
旧
取
り
混
ぜ
た
組
み
合
わ
せ
の
も
の
。
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

の
周
辺
地
域
に
所
在
す
る
円
墳
で
、
粘
土
槨
も
し
く
は
そ
の
簡
略
さ
れ
た
も
の
を
内

部
主
体
と
す
る
。

《
月
の
岡
パ
タ
ー
ン
》
大
量
の
甲
冑
セ
ッ
ト
の
寄
せ
集
め
的
性
格
が
強
い
。
地
方
を
中

心
に
所
在
し
、
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部
に
長
持
形
石
棺
を
採
用
す
る
。

《
鶴
山
パ
タ
ー
ン
》後
葉
の
甲
冑
を
主
体
に
短
甲
（
挂
甲
を
含
む
場
合
も
あ
る
）
３
領
・

頸
甲
１
～
２
個
体
・
冑
２
鉢
で
構
成
さ
れ
る
も
の
。
地
方
に
所
在
す
る
前
方
後
円
墳

で
在
地
色
豊
か
な
竪
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
し
て
い
る
。

(
)

野
上
丈
助
編
『
論
集
武
具
』
１
９
９
１
年

学
生
社

図
版
解
説
よ
り

13

(
)

塚
本
敏
夫
「
鋲
留
甲
冑
の
技
術
」
『月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

３
６
６
１
９
９
３

14

No.

年

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

(
)

八
木
奘
三
郎
「
丹
波
国
多
紀
郡
雲
部
村
の
古
墳
発
見
品
」
『
東
京
人
類
学
会
雑

15誌
』
第
１
７
巻
第
１
８
９
号

１
９
０
１
年

(
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図９ 吹上浜と白石出土古墳分布図
Ａ：墳丘上撤石
Ｂ：石室内敷石
Ｃ：石棺内敷石
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